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Ceftezole短 期投与 に よる尿路 感染症 の治療 について

生 亀 芳 雄 ・小 川 秀 彌

関東逓信病院泌尿器科

(部長 生亀芳雄)

Ceftezole (CTZ)は 藤沢薬品 中央研究所 に お いて合

成 された注射用 のCephaiosporin系 の抗 生物質 であ る。

その構造式 はFig.1の よ うで,Cefazolin (CEZ)に

類似 し細菌 に対す る作用は殺菌的で ある1)。

われわれは次に述 べ るよ うな基礎的事項 を参考 として

単純性急性膀胱炎 の注射療 法を主 とし,慢 性膀胱 炎につ

いて も検討 を加 えたのでその結果 を報告す る。

基 礎 的 事 項

第23回 日本化学 療法学 会総会での中澤2)に よるMIC

の検討結果 に よる とグ ラム陽性菌であ るStaph.aureus

のMICは0.39μg/mlで,グ ラム陰性菌の 瓦coli

は3.12～6.25,Kl.pmumoniaeは1.56～3.12, Pr.

mirabilisで は6.25～12.5 μg/mlと 報 告され てい る。

Citrobacter, Ent. aerogmes, Pr. rettgeriな どはそ

のMICは 広 い範 囲に分布 してい る。

以上 のこ とか らは本剤は尿路感染症に 多いE. coli, Kl

pneumouiae, Pr. mirabilisな どの グ ラム陰性菌 に有

効 な薬剤 と思われ る。

斎藤3)に よる と健康成人におけ る血中清濃 度 は1回

500mgの 筋注後30分 で20.4±4.4とpeakに 達 し,

6時 間 では0.8±1.1μg/mlで 血清中 よ りほ とん ど消失

す るよ うで ある。

いっぼ う,尿 中濃 度は注射後2時 間以内に2201±1894

μg/mlと きわ めて高 く,尿 中排泄率 は24時 間で86.6%

と高率を しめ している1)。

なお,本 剤の急性毒性は犬に静脈注射 した場合はその

LD50は4,000 mg/kg程 度 である。

腎毒性 は ウサギの実 験においてCERを 除いて本剤お

よびCEZ, CETな どでは250 mg/kgま での静注では

近住尿細 管に病理学的変 化はみ とめ られない結果 が得 ら

れ ている1)。

症例 と使用方法

症例 はTable 1に しめ した よ うに,単 純性膀胱 炎14

例,複 雑性慢 性膀胱炎5例 の計19例 であ る。 な お,こ

れ らの症例 は,昭 和50年4月 か ら10月 まで のものであ

る。

この うち単純性急性膀 胱炎につい ては初診時(第0病

日)お よびその24時 間後 に(第1病 日)そ れぞれ 本剤

500mgを 筋注 し,そ の後48時 間すなわ ち第3病 日に

諸検査 を行な った(症 例1～7)。

症例8か ら14は1回 の筋注量 を1,000 mgと した も

ので ある。

複 雑性慢 性膀胱炎 はいず れ も入院患者で1日2回 にわ

け て筋注 し,1回500mgが3例,1回1000 mgが

2例 で注 射は5日 間継続 し,そ の後72時 間す なわ ち初

回 の注射 日を第0病 日とす る と第7病 日に諸検査 を行な

った(全 例,他 剤併用は,行 なわなか った)。

な お外来 患老につ いては,再 発 とい う点で治療終 了後

2週 間 以内に再発をみた場 合は,来 院す るか電話連 絡を

依頼 した 。

効 果判定基準

単純 性急性膀胱炎 については 自覚症状,尿 中の白血 球

お よび細菌 の3者 が完全 に消失,陰 性化 した も の を 著

効,細 菌は完全に陰性 化 したが 自覚症状,尿 中白血 球が

改善程 度の もの,あ るいは自覚症状は消失 したが,尿 中

白血 球が改 善 とい うような ものを有効,3者 が全 く不変

のものを無 効 とした(1例 は 自覚症状のみ消 失 し て い

る)。

複 雑性 慢性膀胱炎 では3者 が完全に消失,陰 性 化 した

ものを著効,少 な くと も尿中細菌は完全に 陰性 化 し,自

覚 症状あ るい は尿 中白血 球のいずれかに改 善がみ られた

ものを有効,こ れ ら以外の ものを無効 と した。

臨 床 成 績

単純性急性膀胱 炎に対 し1日1回500mg筋 注 例では

Fig. 1 Chemical structure of CTZ
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Table 1に 示 した よ うに7例 の うち著効は3,有 効は

2,無 効は2例 とい う成 績であ るが,有 効例 の うちの1

例(Case No. 1)は 治療終 了後4日 目に再発 をみてい

る。

また1日1回1,000 mg筋 注例では7例 の うち著効5,

有 効1,無 効1例 で あるが,こ の場合 もやは り著効例 の

うち1例(Case No. 11)が 治 療終了後7日 目に再発 し

てい る。

複雑性慢性膀胱 炎に対 し1日 量1,000～2,000 mg筋

注 した5例 では著 効1,有 効2,無 効2例 とい う成績で

あ った。

な お菌種別 の成績をみ ると,単 純性急性膀胱 炎におい

てはE. coliが11株 の うち8株 が陰性 化 し,Staph.

epidermidis 3株 は いずれ も陰性 化 してい る。

複雑性慢 性膀胱炎ではE. coli 3株 の うち1株 は陰

性化せず,Pseu40moms1株 も同様 で,Enterobactor

3株 の うち1株 のみ陰性化 している。

副 作 用

自覚 症状 としては1回500 mg筋 注を行な った1例

に注 射後に食思不振 が見 られたが,治 療終了のあ とは食

欲 の回復をみた。

血 液所見,肝,腎 機能 もTable 2に しめ した よ うに

本剤 の注射に よる もの とお もわれ るよ うな 異常変動はみ

られ なか った。

考 按

現在,単 純性急性 膀胱炎の治療 として抗生物質 あるい

は化学療法剤 な どを1日 量1.0～2.0 g程 度を投 与す る

方法が一般 に行なわれ てい るが,1日 量 を500mg程 度

に しても充分 な治療効果が得 られ る試験 も行なわ れてい

る。

EAGLE 4)5), STILLEお よびSHAH6)な どは抗生物質の

殺菌作 用お よび これに もとず いた投 与型式な どについて

報 告 し,一 定時間 内に感染症 を治癒 させ る場合は頻回に

分割 して薬剤を投与す る方 が,使 用量が少な くてすむ こ

とを主張 してい る。 しか し臨 床的な立場か らは薬剤を使

用す る患者側 の便宜 とい うことも無視す ることはで きな

い。

いずれ発表す る予定 であるが,わ れわれはすでにGM

を使用 して今回 と同 じよ うな方法で治療を行 ない,期 待

で きる効果を おさめたので,再 び本剤を使用 して同様 な

治療を試みたわ けである。

症例数 が多 くないので正確な ことは いえないが,こ の

よ うな治療 の方法では1回500 mgよ り1,000 mg筋 注

の方が成績が よい よ うであ る。

単純 な急性膀胱炎の よ うな比較 的,宿 主側 の抵 抗力が
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強 いものでは,1回 の使用量 や使 用期間の短縮な どにつ

いてさらに検討 を加 えればone shotあ るいはそれ に近

い方法で完全治癒 を期待で きる可能性があ り,ま た初 回

に注射,次 回よ りは内服 とい うよ うな方法で よ り早 く患

者 の苦痛 を除 き,治 癒 効果 を早め ることな ども出来 る と

考 えている。

結 話

CTZな どに関す る基礎的事項 の文 献的考察を参考 と

し,本 剤の短期投与に よる尿路感染症 の治療 効果につ い

て検討を加えた。

1. 単純性急性膀胱炎に1日1回500mg筋 注2日 間行

な った場合は7例 中有効な ものは5例,同 様1000mg

筋注2日 間使用では7例 中有効は6例 であ った。

なお,著 効例お よび再発例 につ いてみ ると500mg筋

注投与は著効3, 1,000mg筋 注投与 では5例 であ り,

再発例は何れの場合 も治療終了後2週 間 までに1例 ずつ

み られた 。

2. 複雑性慢性 膀胱炎に1日2回 にわ け1日 量1,000～

2,000mgを 筋注 した5例 中有 効 と思われ るものは3例

であ った(そ の うち著効1,有 効2で あった)。

3. 菌種別 成績は急性単純性膀胱炎患者 よ り 分 離 し た

E. coli 11株 中8株,Staph. epidermms 3株 は全

部陰性 化 した。 複雑性慢性膀胱炎ではE. coli 3株 の う

ち1株,Pseudomomsの1株 も陰性 化 せ ず,ま た

Enterobacter 3株 中2株 は陰性化 しなか った。

4. 副作用 としては1例 に食思不振がみ られた 。また血

液所見,肝,腎 機能な どに本剤に よる異常変動 はみ られ

なかった。

5. 考按でのべたようにGMお よび本剤による治療経

験から急性単純性膀胱炎のようなものは1回 の注射量,

注射時間などについてもう少し検討を加えれば充分な治

療効果が得られると思われる、
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SHORT TERM TREATMENT OF CEFTEZOLE IN 

URINARY TRACT INFECTIONS

YOSHIO IKI and HIDEYA OGAWA 

Department of Urology, Kanto Teishin Hospital

1) Ceftezole (CTZ) was administered once daily to 14 cases with acute simple urinary tract infection at a dose 

of 500 mg or 1,000 mg by intramuscular injection for 2 days. In 7 cases with a dose of 500 mg
, the result was 

excellent in 3 cases, effective in 2 and ineffective in 2. In 7 cases with 1
,000 mg, the result was excellent in 5 cases, 

effective in 1 and ineffective in 1. The recurrence for 2 weeks after the treatment was found in each one case of 

two groups. 

2) CTZ was administered to 5 cases with chronic complicated urinary tract infection at a daily dose of 

1.0•` 2.0 g by intramuscular injection for 5 days. The result was excellent in 1 case
, effective in 2 and ineffective i

n 2. 

3) Bacteriological effects in acute simple cases were found in 8 strains out of 11 in E . coli and 3 out of 3 in 

Staph. epidermidis. In chronic complicated cases, bacteriological effects were found in 1 out of 3 in E . coli, 0 out 

of 1 in Pseudomonas and 1 out of 3 in Enterobacter. 

4) As side effects with CTZ, anorexia was noticed in only one case. No other abnormal symptoms and 

laboratory findings were noticed.


